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わたしの平和宣言 

 

 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
設
立
50
周

年
『
記
念
の
集
い
』
は
、
３
月
３
日

（
日
）、
松
井
一
實
広
島
市
長
ら
を
来

賓
に
迎
え
、
原
爆
ド
ー
ム
保
存
基
金

へ
の
寄
付
、
活
動
奨
励
賞
授
賞
式
、

記
念
講
演
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
晴
れ
や
か
に
開
催
、
祝
賀
会
も

催
し
新
た
に
出
発
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

広
島
ユ
協
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

反
省
の
上
に
創
設
さ
れ
た
国
連
機

関
・
ユ
ネ
ス
コ
の
憲
章
に
則
り
、
１

９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
６ 

月
に
発
足
（
当
時
は
ク
ラ
ブ
）。
以 

来
、
平
和
運
動
推
進
の
民
間
団
体 

と
し
て
、「
高
校
生
国
際
理
解
セ 

 

 

○
す
べ
て
の
人
の
生
命
を
大
切 

に
し
ま
す 

○
ど
ん
な
暴
力
も
許
し
ま
せ
ん 

○
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
助 

け
合
い
ま
す 

○
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え 

ま
す 

○
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境 

を
守
り
ま
す 

○
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
す 

（ 

「
わ
た
し
の
平
和
宣
言
」
は
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
た
ち
が
起
草
し

た
６
項
目
の
誓
い
） 

 

ネ
ス
コ
大
邱
協
会
と
の
交
流
』
な
ど

を
通
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
。 

 

設
立
当
初
か
ら
広
島
ユ
協
の
活

動
に
携
わ
っ
て
き
た
古
田
碩
永
副

会
長
は
「
50
周
年
を
迎
え
る
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
燃
え
尽
き
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い

に
な
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ

た
。
そ
の
都
度
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
お

力
添
え
、
先
輩
諸
氏
の
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら
が
な
け

れ
ば
今
の
広
島
ユ
協
は
な
か
っ
た
。

感
無
量
の
思
い
で
す
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。 

の
反
省
の
上
に
創
設
さ
れ
た
国
連

機
関
・
ユ
ネ
ス
コ
の
憲
章
に
則
り
、

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
６
月

に
発
足
（
当
時
は
ク
ラ
ブ
）。
以
来
、

平
和
運
動
推
進
の
民
間
団
体
と
し

て
、
『
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ

ー
』
や
『
サ
ロ
ン
』（
講
演
会
）、『
活

動
奨
励
賞
』
の
授
与
、『
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
そ
う
』
の
集
い
、『
韓
国
ユ

ネ
ス
コ
大
邱
協
会
と
の
交
流
』
な

ど
を
通
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
努

め
て
き
ま
し
た
。 

広島少年合唱隊の皆さんに出演

していただきました。この合唱隊は 1960年（昭和 35年）に「少年

の持つ歌声をのばし、音楽を通して平和都市広島の街づくりに役立

ちたい」という目的で誕生しました。構成メンバーは５歳から高校

生までの約 30 名です。「しあわせになあれ」「地球星歌」などを歌

っていただきました。       （文化部会長 髙田幸子） 

 

（文化部会長 髙田幸子） 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

推
進 

平
和
へ
、
強
め
広
げ
よ
う
“市
民
の
声
” 

広 島 

ユネスコ協会 

 記念ミニコンサート 

 

活 

動 

奨 

励 

賞 

 

受
賞
６
団
体
の
活
動
骨
子
と
講
評

は
２
頁
に
掲
載 

 

広
島
ユ
協
は
50

周
年
を
記
念

し
、
広
島
市
原
爆
ド
ー
ム
保
存
等
事

業
基
金
へ
「
原
爆
ド
ー
ム
絵
は
が

き
」
の
売
り
上
げ
代
金
の
一
部
を
寄

付
し
ま
し
た
。 

（
２
０
１
６
年
に
次
ぎ
２
回

目
） 

 

原
爆
ド
ー
ム
保
存
基
金
へ
寄
付 

 

記 

念 

講 

演 

演
題
『
国
際
情
勢
と
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
後

の
広
島
の
平
和
へ
の
取
り
組
み
』 

講
師
・
公
益
財
団
法
人 

 

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

香
川 

剛
廣
氏 

 

講
演
で
香
川
理
事
長
は
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
Ｇ
７
広

島
サ
ミ
ッ
ト
後
の
課
題
、
核
兵
器

禁
止
に
向
け
て
の
世
論
喚
起
、
さ

ら
に
地
方
自
治
体
か
ら
な
る
平
和

首
長
会
議
の
加
盟
都
市
の
拡
大
、 

平
和
の
文
化
づ
く
り
の
推
進
な
ど 

を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
を
聞
き
、「
私
た
ち
一
人
一 

人
は
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
広
島
か
ら
平
和
の
叫
び

を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
痛
感
し
ま
し
た
。 

（
広
報
部
会
） 

講
演
内
容
は
Ｈ
Ｐ
に 

設
立
50
周
年 

『
記
念
の
集
い
』 

  

首
長
会
議
の

加
盟
都
市
の

拡
大
、
平
和

の
文
化
づ
く

り
の
推
進
な

ど
を
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。 

講
演
を
聞

き
、「
私
た
ち

一
人
一 

人
は
、
手
を

こ
ま
ね
い
て

い
る
だ
け 

で
は
な
く
、

広
島
か
ら
平

和
の
叫 

び
を
発
信
し

て
い
か
な
け

れ
ば
な 

ら
な
い
」
と

痛
感
し
ま
し

た
。 

（
広
報
部
会
） 

講
演
内
容
は
Ｈ

Ｐ
に 

 

来
賓
・
広
島
市
長 

松
井 

一
實
氏 

来
賓
・日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟 

理
事
長 

鈴
木 
佑
司
氏 

 

来
賓
・広
島
県
ユ
ネ
ス
コ 

連
絡
協
議
会 

会
長 

池
野 

範
男
氏 

（
写
真
は
祝
賀
会
に
て
） 

 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

 

会
長 

松
岡 

盛
人
氏 

 

ドーム基金に寄付 活動奨励賞授賞式 

活動奨励賞授賞式 
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昨
年
は
ユ
ネ
ス
コ
大
邱
訪
問

団
34
名
（
青
少
年
18
名
を
含
む
）

を
受
け
入
れ
、
親
善
友
好
を
さ
ら

に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

２
０
２
３
年
５
月
に
韓
国
大
統

領
で
初
め
て
尹
錫
悦
大
統
領
が

韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
を

参
拝
し
、
８
月
に
は
李
在
外
同
胞

庁
長
官
が
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
祭
に
参
加
さ
れ
、
ま
た
９
月

末
に
は
在
日
韓
国
人
被
爆
者
が

韓
国
政
府
の
招
待
で
韓
国
を
訪

問
す
る
な
ど
「
広
島
」
を
介
し
て

新
た
な
日
韓
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

広
島
ユ
協
設
立
50
周
年

記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る

『
記
念
誌
』
も
無
事
完
成
。

未
来
を
託
す
若
者
の
活
動

紹
介
や
各
部
会
の
取
り
組

み
な
ど
、
こ
の
10
年
間
を

ま
と
め
た
記
録
集
が
、「
50

年
誌
」
と
し
て
発
刊
出
来

ま
し
た
。
サ
イ
ズ
は
Ａ
４

判
カ
ラ
ー
刷
り
、
34
頁
建

て
。（
広
報
部
会
長 

岡
平
裕
次
） 

50
周
年
『
記
念
の
集
い
』
を
終

え
て
開
か
れ
た
『
祝
賀
会
』
は
、 

活
動
奨
励
賞
受
賞
者
も
交
え
て
、

明
る
く
晴
れ
や
か
に
開
か
れ
ま

し
た
。 

参
加
者
は
「
50
周
年
」
や
「
受 

賞
」
の
苦
労
、
喜
び
を
語
り
な
が

ら 友
好
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 

 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞 

６
団 

 

体
へ 

し
た
。 

参
加
者
は
「
50
周
年
」
や
「
受

賞
」
の
苦
労
、
喜
び
を
語
り
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

多
山
報
恩
会
・中
丸
理
事
長
へ
感
謝
状 

そ
の
中
で
、
長
年
、
広
島
ユ
協

を
財
政
面
で
過
分
な
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
き
た
、
多
山
報
恩
会
の

中
丸
直
明
理
事
長
に
、
感
謝
状
を

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
今
回
が
26
回
と
な
る
「
活

動
奨
励
賞
」
の
賞
状
を
毎
回
、
文

字
に
心
を
込
め
て
一
枚
一
枚
、
筆

書
き
し
て
く
だ
さ
っ
た
足
立
柳
子

理
事
に
、「
思
い
出
」
を
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

末
に
は
在
日
韓
国
人
被
爆
者
が
韓

国
政
府
の
招
待
で
韓
国
を
訪
問
す

る
な
ど
「
広
島
」
を
介
し
て
新
た

な
日
韓
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
も
市
民
に
よ
る
地
道
な
交

流
が
長
年
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
日
韓
国

交
正
常
化
60
年
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
れ
を
機
会
に
交
流
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す

。 
 

 
 
 

（
国
際
部
会
長 

政
木
恵
美
子
） 

  

 

祝 
 

 

賀 
 

 

会 

 

【
学
校
部
門
】 

 

【
社
会
部
門
】 

 

広
島
文
教
大
学 

パ
パ
マ
マ
応
援
団
ぶ
ん
こ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

 
 

 
 

 

宮
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
は
四
半
世
紀
を
越
え
て
、
多
く
の
皆
様
方
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
第
２６
回
の
授
賞
式
を
開
催
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
  

（
教
育
部
会
長 

坂
本
美
智
子
） 

 

地
域
の
歴
史
を
学
び
、
人
々
と
の

交
流
や
藍
の
栽
培
活
動
を
通
し

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
進
め
郷
土
愛
を
育
む
取
組 

地
域
の
資
源
を
生
か
し
竹
林
整
備

や
牧
畜
・
農
業
へ
の
関
心
を
高
め

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
で
進
め
る
地
域
貢
献
活
動 

１
９
６
９
年
ユ
ネ
ス
コ
班
設
立

以
来
、
長
き
に
わ
た
り
平
和
の

大
切
さ
の
発
信
を
基
に
、
生
徒

自
身
に
よ
る
様
々
な
平
和
活
動

の
実
践 

２
０
０
６
年
か
ら
学
生
主
体
で

進
め
る
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
「
子
育
て
広
場
」
の
開

催
や
学
外
施
設
で
の
地
域
貢
献

活
動 

由
井
選
考
委
員
長
は
、「
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
今
ほ
ど
世
界
中
が
平
和
な
世
界
を
渇
望

し
て
い
る
時
代
は
な
い
」
と
前
置
き
さ
れ
、

ユ
ネ
ス
コ
は
平
和
の
構
築
に
は
教
育
が
大
事

だ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
機
関
だ
か
ら
こ
そ
、

平
和
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ユ
ネ
ス
コ
活

動
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
と
力
強
く

話
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

本
賞
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
「
広
島
ユ
ネ

ス
コ
協
会
の
主
催
に
よ
る
顕
彰
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
単
な
る
学
習
活
動
や
地
域
活
動
で
は

な
く
、
ユ
ネ
ス
コ
精
神
の
理
念
を
踏
ま
え
た

『
平
和
の
文
化
』
を
築
く
実
践
的
な
活
動
の

育
成
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
き
、
活
動
内
容
の

継
続
性
や
独
創
性
、
普
及
状
況
、
社
会
や
市

民
へ
の
活
動
の
広
が
り
な
ど
の
観
点
を
重
視

し
て
、
審
査
を
行
っ
た
」
と
説
明
さ
れ
、
各
団

体
の
活
動
に
つ
い
て
、
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
広
島
市
立
三
篠
小
学
校
の
藍
染
体
験
や
広

島
市
立
砂
谷
中
学
校
の
竹
林
整
備
な
ど
の
郷

土
学
習
は
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育
て
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
」 

広
島
広
島
大
学
附
属
高
等
学
校
は
、
高
校
生

の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
の
20
年
以
上
の
継

続
的
な
平
和
学
習
の
活
動
を
評
価
。
広
島
県

立
海
田
高
等
学
校
は
地
域
と
の
連
携
に
よ
る

郷
土
料
理
の
継
承
、
国
際
交
流
な
ど
多
様
な

活
動
の
取
り
組
み
を
評
価
。 

「
広
島
大
学
附
属
高
等
学
校
は
、
高
校
生

の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
の
20

年
以
上
の

継
続
的
な
平
和
学
習
の
活
動
を
評
価
」 

「
広
島
県
立
海
田
高
等
学
校
は
、
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
伝
統
文
化
の
継
承
・
普
及

と
国
際
交
流
・
国
際
協
力
な
ど
多
様
な
活

動
の
取
り
組
み
を
評
価
」「
広
島
文
教
大
学

の
パ
パ
マ
マ
応
援
団
ぶ
ん
こ
は
、
長
年
に

わ
た
る
学
生
の
主
体
的
活
動
に
よ
る
子
育

て
広
場
の
取
り
組
み
を
評
価
」「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
宮
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
宮

島
の
自
然
保
護
や
ア
サ
リ
再
生
事
業
、
海

岸
の
清
掃
活
動
な
ど
、
地
域
の
人
々
と
の

共
同
作
業
が
長
年
継
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
を
そ
れ
ぞ
れ
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

由
井
委
員
長
は
最
後
に
、「
今
後
、
国
内

外
の
多
様
な
立
場
の
人
た
ち
が
協
力
し
あ

っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
互
い
に
認

め
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
性
に
貢
献

で
き
る
、
さ
ら
な
る
活
動
の
展
開
と
発
信

を
期
待
し
て
い
る
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
期
待
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

（
教
育
部
会
長 

坂
本
美
智
子
） 

 

広
島
市
立
三
篠
小
学
校 

 

 

広
島
市
立
砂
谷
中
学
校 

 

広
島
大
学
附
属
高
等
学
校 

 

広
島
県
立
海
田
高
等
学
校  

 地
域
社
会
と
の
連
携
に
よ
る
国

際
交
流
や
、
日
本
独
自
の
衣
・
食

文
化
の
よ
さ
を
継
承
・
発
展
さ
せ 

 

宮
島
の
自
然
保
護
を
目
的
と
し
、

長
年
地
域
住
民
と
連
携
し
て
ア

サ
リ
浜
の
再
生
活
動
や
海
岸
清

掃
・
樹
木
保
護
等
、
自
然
と
生
物

多
様
性
を
守
る
環
境
保
全
活
動 

る
等
、
多
彩
な
活
動
を
実
践 

講 

評
（
一
部
抜
粋
） 
由
井
義
通
選
考
委
員
長 

(

広
島
大
学 

大
学
院
教
授) 

(

広
島
大

学 

大

学
院
教

授) 

ユ
ネ
ス
コ
大
邱
協
会
を 

10
月
に
友
好
親
善
訪
問
へ 

記念誌発刊 

 


